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1．はじめに 

日本の国土は南北に長く，地理的・気候的にも生物

群集の分かれ方が複雑であるという特徴がある．また， 

河川の上流と下流では物理環境が異なるため，生物相

も同様に大きく異なっている 1)．そのため河川環境を評

価するためには，生物相が類似したエリアに区分する

必要がある．このように物理環境が比較的類似してお

り，生物相の比較が可能な地理的領域をエコリージョ

ンと呼ばれている．特に，流呈に沿って生物相が類似

した一定の領域を，厳島らはセグメントエコリージョ

ンと定義している 1)． 

これまでエコリージョン区分を行った研究には，九

州内の 20 河川と奄美大島の 1 河川の魚類を対象にセグ

メントエコリージョン区分を行った研究がある 1)．しか

し，魚類と同様に生息場を棲み分けている底生動物に

関しては，水質や水温に敏感に応答する生物であるた

め，セグメントエコリージョン区分は行われてこなか

った.そこで本研究では，河川整備及び河川環境の評価

を行う際に有用となると考えられる流呈区分を底生動

物を用いて行うことが可能かどうか検討することを目

的とする． 

2．調査方法 

2.1 対象河川 

 本研究では，福岡市西部を流れる二級河川の室見川

水系全 15 地点における底生動物を対象とした(図 1)． 

室見川は流路延長 16.3km，流域面積 99.1km
2の二級

河川であり，脊振山系を源流とした福岡市で最も美し

い川のひとつだと言われている．毎年 100 種類以上の

野鳥を観察することができ，下流では川に沿って犬の

散歩やジョギングをする人を見かけることができるな

ど，市民の憩いの場となっている 2)
. 

2.2 分析対象データ 

2009 年 5 月にコドラート法により採取した底生動物

の個体数のデータを対象に分析を行った．分析には，

地点ごとに出現した総個体数の 3％以上出現した 34 種

を抽出した個体数データを用いた．また，同時期に測

定した pH， 電気伝導度， 濁度，DO，水温，塩分濃度，

T-N，T-P，BOD，COD，SS の 11 項目の水質データ，

河床材料(<2mm，2mm-16mm，17mm-64mm，

65mm-256mm，257mm<，岩盤)，河床勾配，流速，水深

のデータを用いた． 

2.3 分析方法 

 34 種の個体数デー

タを基に，各地点の底

生動物相を分類するた

め，TWINSPAN 分析を

行った．また，底生動

物の出現種と環境要因

との関係を捉えるため，

出現種の個体数データ

及び環境データ（水質，

河床材料，流速・水深）

を用いて CCA 分析を

行った． 

 

3．結果及び考察 

 図 2に TWINSPAN の結果を示す．そして図 3には

TWINSPAN による分類結果に河床勾配による区分を重

ねたものを示す．その結果，15 地点は 6 つのグループ

に分類された．以下に，各グループで出現した底生動

物の特徴を示す． 

 Group1:フタバコカゲロウなどのコカゲロウ科が多い． 

 Group2:ヨコエビが多い． 

 Group3:他のグループよりも出現種が多い． 

 Group4:マダラカゲロウ科などの上流～中流域に生息

する種が多い． 

 Group5:ユスリカ科やヒルなどの汚濁に強い種が多い． 

 Group6:中流～下流域に生息する種が多い．ユスリカ

科，カ科など汚濁に強い種もみられる． 

室見川本川は，上流側の Group4，下流側の Group6

及び Group5 の 2 つに区分された(図 3)．上流側は，河

床勾配が 1/140 の区間，下流側は 1/575，1/255 の区間に

それぞれ位置し，河床勾配による区分に対応していた． 

上流側のGroup4で出現していた種は主に上流～中流

域に生息する種，下流側の Group6 で出現していた種は

主に中流～下流域に生息する種であるが，上流側の水

質は下流側よりも良好であり，河床勾配により異なる

物理的な生息場の違いのみならず，水質の影響が関与

しているものと考えられた． 

下流側に区分されたGroup5の J，M地点に関しては，

Group6 とは別グループとなった．これについて考察を

行う．図 4に底生動物出現種の個体数データと環境デ
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ータを CCA 分析した結果を示す．その結果，SS・

COND・COD といった水の汚れ具合を示す要因が主に

J・M 地点に影響していることがわかった．その要因と

しては写真 1，2のように J 地点は非常に植物が繁茂し

ており，水の流れが遮られ滞留していること，また，

灌漑期には農業用水の流入があるためだと考えられた．

M地点は日向川との合流部直後の地点であることから

日向川の水質が大きく影響したと考えられた．また

Group5 で多く出現した種をみてもユスリカ科やヒル

といった汚濁に強い種であることから，Group5 には水

質が大きく影響したものと考えられた．Group5 は，

Group6 に含まれるべき地点である可能性があり，この

ような区分を行うことによって，局所的に水質の影響

が生じている地点を抽出することが可能になるものと

考えられた． 

室見川上流の支流の地点である A，B，G 地点につ

いては生物相がそれぞれ異なっており，別々のグルー

プに分類された．この要因としては 3 地点とも物理的

な河川の生息場，水温及び周辺環境が異なっているこ

とが影響したものと考えられた． 

4．まとめ 

 室見川を対象に底生動物を用いて類型化した結果，

本川は，大きく上流側と下流側の 2 つのグループに区

分することができたが，水質の影響は排除できなかっ

た．また，下流側グループは 1 つのグループには分類

されず別のグループ(Group5)が含まれ，これにも水質が

影響していることが推察された．上流の支流について

は，本川とは異なる区分に分類された． 

5．今後の課題 

室見川本川は大きく 2 グループに区分されたが，こ

れには物理的な生息場の違いのみでなく，水質の影響

が関与していると考えられた．これは室見川が都市域

を流れる河川であるため水質への影響が大きいことが

考えられる．今後はこれらの環境要因についてさらに

検討するとともに，水質への影響が少ない河川におい

て，底生動物による流呈区分は可能かどうか引き続き

検討していく必要がある． 
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種名 地点 A B G C D E F H I J M K L N O
Taxa

Group
アカマダラカゲロウ 1 1 1 1 1 1 1

T1
エルモンヒラタカゲロウ 1 1 1 1 1 1 1 1
ヒメトビイロカゲロウ 1 1 1 1 1 1 1

ヨシノマダラカゲロウ 1 1 1
エラブタマダラカゲロウ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

T2
ヨコエビ 2 1 1 1 1 1 1
フタスジモンカゲロウ 1 1 1
シロズシマトビケラ 1 1 1 1
フタバコカゲロウ 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

T3
ヤマトビケラ科 1 1 1 1 1 1 1
ダビドサナエ 1 1 1 1
ブユ 2 1 1 2 1 1 1 1

ミジカオフタバコカゲロウ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 T4
シロタニガワカゲロウ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

T5
ムナグロナガレトビケラ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
コカゲロウ属 2 1 1 1 1 1
ウルマーシマトビケラ 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
ナガレトビケラ科 1 1 1 1 1 1

T6
ヒラタカゲロウ科 1 1 1 1 1 1 1 1 1

キイロカワカゲロウ 1 1 1 1 1 1 1
ヒゲナガカワトビケラ 1 1 1 1 1 1 1 1 1
ナミウズムシ 1 1 1

T7ヒル 1 1 1
ヒメカゲロウ 1 1 1 1

T8ヤマナカナガレトビケラ 1 1
ハグロトンボ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

T9
カ科 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1
ヌカカ科 1 1
ユスリカ科 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1
カゲロウ目 1 1 1

T10ミズムシ 1 1 1
アオモンイトトンボ 1 1
シロハラコカゲロウ 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

T11ウスバヒメガガンボ亜科 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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図 4 底生動物個体数データ 

及び環境データによる CCA 分析結果 
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